
年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2024

専門分野 授業の方法 講義演習
授業時数(単位数)必修

見学する施設の事前調べ

実習報告書、レポート

各コマに
おける

授業予定

内　　　容

施設区別の違いについて理解する
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

特になし 時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

施設訪問

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

施設での対応（利用者様との会話から何を聴きとれたのか）

授業を
通じての
到達目標

報告書作成

各コマに
おける

授業予定
訪問で学んだことの報告書作成

特になし 時事に関する事を情報収集する

訪問先の施設調べ（特徴、地域での働き）

授業の
方法

授業以外での準備学習
の具体的な内容

時事に関する事を情報収集する

科  目  名

医療総合学科（医療事務・ドクターズクラークコース）

医療総合Ⅱ

科　目　区　分

特になし

医療機関で働く為のコミュニケーション力、マナー教育を実践にて学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

第2合同校舎801１年 教室名

現場では患者様、利用者様と直接話ができる場です。どんどん話をしてみましょう

担 当 教 員 柴田　敬子・淡島　正浩

実務経験と
その関連資格

【実務経験】
病院・診療所・保健センターにて5年、医療事務・医事システムの導入・PCセットアップ等に従事
【関連資格】
診療報酬請求事務能力認定試験・診療情報管理士・初級システムアドミニストレータ（ITパスポート）・Webクリエイター能力認定試験（上級）・Microsoft Office
Master 2010等医療系、PC系の関連資格を多数保有

【実務経験】
医療機器メーカーの医療情報部員として勤務。医療機関の開業支援,システム導入支援に６年従事。
医療情報学科の大学での勤務（６年）を経て後に回復期病院での医療情報管理室 室長（システム課長）を拝命し,
院内SEを兼務しながら医療機関のシステム導入から保守管理運営まで担う。日本医療情報学会 学会員,日本診療情報管理学会 学会員 ほか
【関連資格】
学位：保健学（博士：Ph.D.）,医療情報・経営管理学（修士：Master）・医療情報技師,診療情報管理士,医療経営士,診療報酬請求事務能力認定試験（医科）合格
ほか

使用教材

特になし

授業を
通じての
到達目標

施設区別の違いについて理解する

各コマに
おける

授業予定
訪問先の施設調べ（利用者様の特徴）

特になし 時事に関する事を情報収集する

特になし 時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

施設訪問

各コマに
おける

授業予定
施設での対応（利用者様との会話から何を聴きとれたのか）



時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

施設訪問

各コマに
おける

授業予定
施設での対応（利用者様との会話から何を聴きとれたのか）

授業を
通じての
到達目標

施設訪問

各コマに
おける

授業予定
施設での対応（利用者様との会話から何を聴きとれたのか）

特になし 時事に関する事を情報収集する

特になし 時事に関する事を情報収集する

特になし 時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

報告書作成
第
12
回

第
13
回

第
14
回

第
8
回

第
9
回

特になし

授業の
方法 内　　　容

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の理解

第
10
回

第
11
回

使用教材

特になし 時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

施設区別の違いについて理解する

各コマに
おける

授業予定
訪問先の施設調べ（特徴、地域での働き）

授業を
通じての
到達目標

施設区別の違いについて理解する

各コマに
おける

授業予定
訪問先の施設調べ（利用者様の特徴）

特になし 時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

復習

各コマに
おける

授業予定
施設にて学んだことの確認

各コマに
おける

授業予定
訪問で学んだことの報告書作成

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の理解

各コマに
おける

授業予定
施設での社会保障制度の利用についての理解

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の理解

各コマに
おける

授業予定
施設での社会保障制度の利用についての理解

各コマに
おける

授業予定
施設での社会保障制度の利用についての理解

授業を
通じての
到達目標

社会保障制度の理解

各コマに
おける

授業予定

第
15
回

特になし 時事に関する事を情報収集する

特になし 時事に関する事を情報収集する

特になし

施設での社会保障制度の利用についての理解

時事に関する事を情報収集する

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

特になし 時事に関する事を情報収集する



年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

時事に関する事を情報収集する
各コマに
おける

授業予定
高齢者のコミュニケーション

各コマに
おける

授業予定
高齢者のコミュニケーション

時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

第
16
回

時事に関する事を情報収集する
各コマに
おける

授業予定
高齢者のコミュニケーション

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし 時事に関する事を情報収集する
各コマに
おける

授業予定
高齢者のコミュニケーション

第
17
回

第
18
回

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし 時事に関する事を情報収集する
各コマに
おける

授業予定
高齢者のコミュニケーション

2024

学        科 医療総合学科（医療事務・ドクターズクラークコース） 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 柴田　敬子・淡島　正浩 実務経験と
その関連資格

対 象 学 年 １年 学期及び曜時限 教室名 第2合同校舎801

第
19
回

第
20
回

講義演習

科  目  名 医療総合Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

特になし

見学する施設の事前調べ

現場では患者様、利用者様と直接話ができる場です。どんどん話をしてみましょう

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

実習報告書、レポート

医療機関で働く為のコミュニケーション力、マナー教育を実践にて学ぶ。

授業を
通じての
到達目標



各コマに
おける

授業予定
障がい者とのコミュニケーション

各コマに
おける

授業予定
障がい者とのコミュニケーション

時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし
第
29
回

第
30
回

時事に関する事を情報収集する

各コマに
おける

授業予定
障がい者とのコミュニケーション

各コマに
おける

授業予定
障がい者とのコミュニケーション

時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし
第
27
回

第
28
回

時事に関する事を情報収集する

各コマに
おける

授業予定
児童のコミュニケーション

時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

時事に関する事を情報収集する
第
26
回

各コマに
おける

授業予定
児童のコミュニケーション

各コマに
おける

授業予定
児童のコミュニケーション

時事に関する事を情報収集する

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし

時事に関する事を情報収集する

各コマに
おける

授業予定
障がい者とのコミュニケーション

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

授業を
通じての
到達目標

コミュニケーションをとる相手を理解する

特になし 時事に関する事を情報収集する

内　　　容 使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

特になし 時事に関する事を情報収集する
各コマに
おける

授業予定
児童のコミュニケーション

各コマに
おける

授業予定
児童のコミュニケーション

第
21
回

第
22
回

第
23
回

第
24
回

第
25
回

授業の
方法


